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は，新聞やテレビを過して国民に知らされ，水の貴重さや節水の重要さ を再認識させるとともに，

都市計画のあり 方に も一石を投ずるもの とな った。

本平野の基盤岩類の深度は，天神凹地の警固断層付近を除くと，機高 -20mより浅くなっ て

いる。そのうえ，堆積層は層厚 6 ~ 8m と比l肢的部く，主として砂層からなるが， 博多湾に面し

ているため 3 容易に海水の浸入を受けやすい水文地質構造となっ ている。 このため， 明治時代か

ら塩水化に悩ま されて きていた。現在は上水道の普及により ，平時には飲料用の浅井戸は使用し

ていない。 しかし， 1978年の断水時に応急的に使用しようとしたが，多数の浅井戸が塩水化の

ため使用できなかった といわれている。

1978年の福岡市における降水量は 1，138mmと平年の 60%程度に とど まり 5月20日から始

まっ た給水制限は完全断水の期間を含めて， 翌年の 3月末まで続けられた。このため， r異常渇

水に伴う緊急水源開発工事」が福岡市水道局によって 1978年10月から 1':)79年 3月にかけて実施

された。

前述した ような地下水条件から，深層地下水の開発を余儀な くさ れた。開発の主対象腐は帯水

能のあまり良くないまさ眉や裂か水を含む花商岩や古第三紀屈な どであっ た。第 1段階のテス ト

ボーリング 15本， 第 2段階の本井戸掘削(深度 130-150m，仕上り口径 150-250mm) 8本が，そ

れぞれ実施された。本井戸 8本のうち 3本は まさ と花闘岩を 3本は古第三紀層 (福岡層群〉

の頁岩，砂岩，磯岩層を， 2本は両者が混在する ものであっ た。 これらの本井戸の揚水量はおお

むね 100~480 m3fd で ， 比湧出量は 1O~60 m3fdfm 程度と小さい ものであった。 これらの井戸

は，現在，将来の異常事態に備えて管理されている。

なお，本平野は宅地化や道路の舗装などが進み，地下水とくに不圧地下水の酒養源である降雨

の地下浸透がさえきやられている。地下水の日揚水量;は 38，000m3程度と 必ずしも大きな水量では

ないが，本平野にとっ て貴重な水であり， 塩水化 も防止しなければならない。 このため 3 酒養機

構を損わないような都市開発が望まれるわけである。
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3. 中津平野

(1) 地形・地質

中津平野は周防灘に面しており，沖積低地，扇状地およびιL積段丘からなる。沖積低地と扇状
ゃっかん

地は佐井川 2 山田}11，駅館川，寄藻川および桂}II沿いに発達している。各河川沿いには扇状地に

挟まれて段丘が発達する。 これらの地形面は，坂本 ・長谷(5)によると，駅館川軽石流堆積物，高
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これらシノレトj百および糸口 山泥流堆積物からなる糸口 山丘陵 (標高 40-50111)，森軽石賀砂，磯，

の土佐積物の上位に宇佐磯屈をのせた宇佐台地(標高15-45111)および中華Ir層の砂陳や火山砂から

これらの堆積物 の最大層厚は 40111.程度であ

り，下位は更新世前期の耶馬渓層 〔凝灰角磯岩〉からな っている (表2-9-7，図2-9-11，12)。

中津層の上位には，有明海研究グループによる と(叫，不整合関係を もって角閃石を含む風化火

阿蘇 4火砕流土佐積物に対比 して，中位段丘上位面としている。

なる 中津台地(標高 15111以下〉に区分されている。

坂本 ・長谷しかし，山灰があり ，

阿蘇火砕流堆積は中津台地上には，中津平野の第四系の層序(坂本・長谷(5)による〉

物に対応する火砕質層は認められな

表 2-9-7

いとし， 武蔵野面に対比 されるであ

これら堆積物の直下には，安山岩

ろうとしている。

質の凝灰角T~韓岩などからなる耶馬渓

層が分布するが，層相の変化が激し

く，地層の連続性に乏しい。

なお 1上l国川の左岸に展開する扇

状地面上には，中生代に貫入した花

筒岩類からなる小岩体が突出してい

(12後)高IE台地宇佐子;地

!日灰山火

糸口山 l王1:企

平良4止

中;主計 1也

府)

ilk Ht ifli 

A
r
i
k
 

J
 

1_i lip ;ik Jk fiJ 

γ γす1
る。

21l;脊 Mir!t
駅間11i+，K :'/.r!J);JII 

メー一 」町一---.. ι 

l~渓 J..~r " .. 
被il1火山灰J¥"'i
jく1111!H，'il
蜘 i i'j(mill)l111iE庖

宇佐iH，1
糸口山花;，OHill対
臨界記JLYijzfz制干石灯砂政シノレ I-!.'i

駅E白川経石耐 t刷物日 安山:，':.u凝灰jlJf柑
il'Ir占1&際M C:コ 花l品i.i.;

日
四
回
目
白
国
田
園
田
回

中1111;'、 コリL川

A 

4:』τιJ王寺子r 

中津平野の桜式断面 (坂本 ・長谷(5)による〉

岩岳川下流の沖積平野は深度 90m まで砂秘冒が分布し， 1，000-2，000m
8
/dの揚水が可能で・

ある。しかし，臨海部の宇島港周辺部には塩水化の徴候がみられる〈図2-9-13)。

山国川の最下流部付近には中津市が位置 し，

図2-9-12

7k 下地(2) 

深度 40rl1まで砂喋屈，4011'1から 90111.までは薄

上流側で 500m
3
/d程度，し、数枚の砂l深層を含む粘土居，それより深部は砂礎層となっており ，

下流側で 1，000-2，OOOma/dの揚水が可能で，比較的地下水に恵まれている。 山国川の河し治〉し，

口付近にも;取水化が生じている。

駅館川左岸下流部では，深度 50111から 90mにかけて砂1深層が発達 し，主として駅館川から

下流部で 1，000-2，000m3/d の揚水が，上流部で 500m
2
/dの揚水がそれぞれj函養されており ，

可能である。
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寄藻川および桂川沿いの沖積低士山下では，深度 30mか ら 5011'1にかけて自噴性の被圧地下水

を旺胎している。しかし，これらの河川においては塩水棚上が河口から 3- 4kmに及んでおり，

不圧地下水には塩水化の兆がみ られる。 被圧地下水の 1弁当り揚水可能量は 2，000m
3fd未満で

ある。

各河川によって形成された扇状地の不圧地下水は各河川や田面から酒養されており，揚水可能

量は 1井当りおおむね 100m3fc1 ;未満である。なお，不圧地下水の比抵抗値は 5，000Q一C1l1で，

流下に伴って 3，000ρ cmと低下しているが， 比較的良質なものである。

洪積段丘の浅層部は中津層や宇佐礁周などから構成されているが，深層部は耶馬渓層からなる。

耶馬渓層にはも皮圧地下水を含んでいて， 揚水可能量は 100m
3fc1程度である。

(猿山光男〉
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4. 大分平 野

(1) 地形・地質

大分平野は丘陵，段丘および沖積面からなる。丘陵の主体をなす地層は中新|並に堆積した碩南

層群と更新世前期から中期にかけて堆積した大分層群からなっている。 これ らの地層は浸食され

て 6段の段丘面をのせている。各段丘堆積物は九重周・群として一括されてい る (表2-9-8)。なお，

下位から 3段目 の城原面には，八女粘土層に相当するー木凝灰岩がある。

沖積層は，上部砂層 と中部泥腐からなる沖積層 I層 と下部砂，泥互層の沖積層 E層とに分けら

れ，前者は有明海沿岸の有明粘土層に，後者は島原海湾層に対比されているほ)。沖積層 I層 と沖

積層E層のそれぞれの深度は図 2-9-14に示 した。 図から明 らか なように，両者の深度は急激に

深くな っている。沖積層の下位は，凝灰岩，凝灰角磯岩，凝灰質頁岩および砂，喋， シノレトの互

層か らなる大分層群(更新世中期〕になる (図2-9-15)。

(2) 地 下 水

平野地下には稼行の対象とならない程度の天然ガスが匪胎してい る。 このため，地下水の水質

(注〕 大分平野一帯は九ナ卜μ」也方における第四紀層の模式地として知られ，多くの調査 ・研究が行われてい

る。とくに， 首藤に よる第四系の研究ωや首藤 ・日高による沖積層の研究(2)は，応用地質学上も貴重

なものである。


